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研究成果の概要： 

本研究の目的は、乳幼児の言語と情動の発達を促進する歌唱音声について、その音響的・言

語学的特徴と、発達を促すメカニズムを解明することであった。研究成果として（１）母親から

乳児に向けた歌唱音声は、テンポが安定して遅くなる傾向を持つのに対し、高さは乳児の月齢に

応じた変化を示すこと、（２）高さの変化に対して乳児が能動的に注意を向ける反応は見いださ

れなかったが、高さの変化に気づいてはいること、（３）母親の朗読音声よりも歌唱音声のほう

が乳児を落ち着かせなだめる効果が高いこと、が示された。さらに幼児を対象とした実験により

（４）歌聴取が非母語の音声獲得に効果を持つことも示された。 
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１．研究開始当初の背景 

親と子のあいだの音声相互作用は、親子の

情緒的結びつきを強め、初期の愛着を形成す

るうえで重要な役割を果たしている。親から

子に対しての音声による働きかけは、主に語

りかけ（発話）と歌いかけ（歌唱）に分ける

ことができる。このうち語りかけについては

長年研究が行われてきたが、歌唱音声の研究

も最近 10 年ほどの間に行われるようになっ

てきた。 

この結果、歌唱音声と発話音声にはその特

徴や機能に多くの共通点がある一方で、歌唱

のほうが発話音声よりも、乳児の情動や注意

の統制により大きな効果を発揮することが

明らかにされた（Trehub et al., 1997）。歌

唱には、通常の発話よりも音声の高さや言語

内容、構成に制約があり、同じレパートリー

を一定の調子で繰り返し聞かせるため、乳児

の注意をひきつけ情動的に安定させる効果

が高い（Shenfield et al., 2003）。 

また、歌唱はそれが向けられた乳幼児のみ

ならず、発信者側の養育者の情動も安定させ、
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育児をよりスムーズにすると考えられてい

る。日本でも少子化、児童虐待、育児に悩み

やすい都市型核家族構成などの社会・教育問

題に直面する現代において、乳幼児に対する

歌唱の重要性が改めて注目されてきている。 

こうした学術的・社会的な流れのなかで現

在不足しているのは、乳幼児に対する歌唱

（子守歌、遊び歌など）が具体的にどのよう

な効果を、発信者側の養育者と受信者側の乳

幼児にもたらすのかという科学的検証であ

る。歌の特徴や効果について、使用場面によ

る差異や言語発達に与える影響など、特に乳

児を対象とした詳細な検証はまだ少ない。 

 
２．研究の目的 

本研究は以下の 3点を柱として、乳幼児の

言語と情動の発達を促進する効果的な歌唱

音声について、その特徴と発達を促すメカニ

ズム解明を目的とした。この 3点とは（１）

歌唱音声の特徴を決定づける要因、（２）歌

唱音声を聴取した乳幼児の行動・生理的反応、

（３）歌唱音声が言語と情動の発達にもたら

す効果、である。 

 
３．研究の方法 
以下研究テーマごとに方法を記す。 
（１）主な養育者である母親に、対乳児、乳
児不在の状況で、歌唱や語りかけを行っても
らい、その音声を録音した。各録音音声につ
いてテンポと高さを計測し、録音時の乳児の
反応について行動解析を行った。 
 
（２）高さの異なる歌唱音声を 3-12 ヶ月児
に呈示し、選好または弁別を検証する行動実
験（選好聴取実験、馴化スイッチ法）と心拍
測定を行った。 
 
（３）母親不在時に歌唱または朗読を聴取す
る際の 2-5 ヶ月児の情動的反応（行動解析）
および心拍計測（図 1）、非母語（英語）の歌
を一定期間聴取した 2歳児の未知の英単語の
再生能力の測定を行った。 
 

 

 
４．研究成果 
（１）母親から乳児に向けた歌唱音声は、テ
ンポが状況や個人に依存せず遅くなる傾向
を持つのに対し、高さは乳児の月齢に応じた
変化を示すことが明らかになった（図 2）。6
ヶ月児では約半数の母親が、乳児に対しては
通常より低い音程で歌っていたが、12 ヶ月児
の母親では約 8割が乳児に対して高い音程で
歌っていた。これは朗読にはみられない、歌
唱に固有の特徴であり、歌声の高さは歌う状
況や寝かしつけや遊びに誘うといった機能
に応じて、柔軟に変化することが示唆された。 
 
 
（２）6～12 ヶ月児は、歌唱音声の高さの変
化に対する一貫した選好および弁別の反応
を示さなかったことから、歌唱音声の高さに
対して能動的に注意を向ける行動傾向は見
いだされなかった。これに対して、3～5ヶ月
児を対象とした心拍測定によって、歌唱音声
の高さが変化した際に心拍低下が認められ
たことから、乳児は高さの変化に気づいては
いることが示唆された。このことから、歌唱
音声の高さの変化は、乳児の注意を積極的に
惹きつける役割を担っているのではない可
能性が考えられた。 
 
（３）母親不在時に、母親の朗読音声または
歌唱音声を 2～5 ヶ月児に呈示した際の、児
の心拍変化から、歌唱音声に対しては心拍低
下、朗読音声に対しては心拍上昇の傾向が認
められた。この効果は、音声呈示終了後の 2
分間にも継続してみられた。これらのことか
ら、歌唱音声のほうが乳児を落ち着かせなだ
める効果が高いことが確認され、それは従来
研究で示されてきたような母親と対面コミ

図 1 音声聴取時の乳児の心拍測定 

図 2 母親個人ごとの対乳児と乳児不在の条件間 
の歌唱音声高さの差 
乳児の月齢が高いほど、乳児に対して 
高く歌いかける母親が増加している。 



 

 

ュニケーションを行っている場合のみなら
ず、本研究で行ったような母親不在により緊
張状態に移行している／しはじめている状
態でも同様の効果が示された（図 3）。 

また非母語である英語の歌を一定期間聴
取した 2歳児においては英単語即時再生能力
の向上がみられたことから（図 4）、歌聴取が
非母語習得、特に音韻知覚・再生という側面
において効果を持つことが示された。 
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図 3 母親による歌唱・朗読音声聴取時の 

乳児の心拍変化 

図 4 英語歌聴取あり（実験群）となし（統制群）

の幼児の英単語反復成績 
 

1 回目は聴取前、2 回目は聴取後（実験群）。統制群

の 1 回目と 2回目の間隔は実験群に同じ。 
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